
人権に関する相談窓口

他人ごとではなく、
自分ごとへ

人権全般に関すること	
●新発田市人権啓発課
☎　0254-28-9630
月～金　8：30～ 17：15

●新発田市隣保館
☎　0254-26-5984
火～土　9：00～ 17：00

●新潟県地方法務局新発田支局（新発田人権擁護委員）
☎　0254-24-7102
月～金　9：00～ 16：00

●みんなの人権１１０番
☎　0570-003-110
月～金　8：30～ 17：15
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●新発田市こども課
☎　0254-26-3257
月～金　8：30～ 17：15

●新発田市学校教育課
☎　0254-22-9532
月～金　8：30～ 17：15
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障がいのある人に関すること	
●新発田市社会福祉課
☎　0254-28-9223
月～金　8：30～ 17：15

●新発田市障がい者基幹相談支援センター
☎　0254-20-3050
月～金　8：30～ 17：15

女性・DVに関すること	
●新発田市人権啓発課（女性に関すること）
☎　0254-28-9630
月～金　8：30～ 17：15

●新発田市社会福祉課（DVに関すること）
☎　0254-28-9222
月～金　8：30～ 17：15

●新潟県女性福祉相談所
　（新潟県配偶者暴力相談支援センター）
☎　025-381-1111
月～金　8：30～ 17：15

●ＤＶ相談ナビダイヤル
☎　#8008（はれれば）
２４時間受付

●ＤＶ相談＋（プラス）
☎　0120-279-889（つなぐ -はやく）
２４時間受付

●性暴力被害者支援センターにいがた
☎　025-281-1020
２４時間受付

●女性の人権ホットライン
☎　0570-070-810
月～金　8：30～ 17：15

高齢者に関すること	
●新発田市高齢福祉課（高齢者虐待に関すること）
☎　0254-28-9200
月～金　8：30～ 17：15

●新潟県高齢者相談センター
☎　025-285-4165
月～金　9：00～ 17：00

その他	
●市民相談センター（新発田市市民生活課内）
☎　0254-28-9110
月～金　9：00～ 16：00

●弁護士による法律相談（予約が必要です）
☎　0254-28-9630（受付：新発田市人権啓発課）
毎月第３水曜日　14：00～ 17：00

●新潟県弁護士会による電話相談（予約が必要です）
☎　025-222-5533
月～金　9：00～ 17:00
※内容によって料金が発生します。電話時にご確認ください。

【問合せ】　新発田市人権啓発課
〒957-8686  新発田市中央町3-3-3
☎　0254-28-9630（課直通）

　人権とは、「全ての人が生命と自由を確保し、それぞ

れの幸福を追求する権利」であり、「誰もが生まれなが

らに持っている権利」です。

　もしも、自分の人権を侵害されたらどう思いますか。

全ての人の人権が尊重される社会となるためには何が必

要でしょうか。

　私たち一人ひとりができることは何でしょうか。

　このパンフレットを通じて一緒に考えてみませんか。

　「他人ごとではなく、自分ごとへ」は、全ての人権問

題に共通するキーワードです。

新発田市
新発田・村上地域人権啓発活動ネットワーク協議会

法務省委託事業



これらの問題は
 「誰か」ではなく、

  「私たち」の問題です。

障がいのある人の人権

「まち」と「心」のバリアフリーをめざして

　あなたの身の回りには、「物理的に移動が困難だ」、「受け

られるはずのサービスが受けられない」など、生活の様々な

場面で不便を感じている「障がいのある人」はいませんか。

　「障がいのある人」も「障がいのない人」も、暮らしやす

い社会で生きていく権利があります。

　病気やけが、加齢などで「障がいのある人」となる可能性

は誰にでもあります。全ての人にとって、「障がいのある人

の人権」は身近なものであり、決して他人事ではありません。

　階段のスロープや音響式信号、盲導犬同伴で入店できる店

など、「まちのバリアフリー」を進めることだけでなく、全

ての人が平等に参加できる社会や環境について考え、行動す

る「心のバリアフリー」を培っていくことも重要です。

　「その人には何ができて、何ができないのか。また、それ

ができるようになるには何があればいいのか。」ということ

を意識して考えてみましょう。

　そうした視点に立って考えることは、障がいのある人の人

権が尊重されている社会の実現にとって、とても大切であり、

障がいのある人が暮らしやすい社会は、全ての人が暮らしや

すい社会となります。

女性の人権

性別にかかわらず、暮らしやすい社会へ
　「結婚したら男性の姓になるのは当たり前？」
　「どうして男性は育児休暇を取りにくいの？」
　「なんで女だからって入試で減点されるの？」
　このような女性と男性の差を感じたことはありませんか。
　性別にかかわらず、それぞれの人の持つ個性や違いを生か
し、社会参加を進めることが、生きやすい社会へつながって
いきます。
　また、配偶者等からの暴力（DV）や、職場におけるセクシュ
アル・ハラスメントなどの女性を巡る人権侵害も問題となっ
ています。
　女性と男性が対等な存在として、お互いの立場を尊重し協
力し合える社会になるように、一人ひとりが男女共同参画に
ついて関心を深めていくことが重要です。

部落差別問題（同和問題）

決して「昔の問題」ではありません

　部落差別問題（同和問題）は、日本社会の歴史的過程で形

づくられた身分制構造によって、被差別部落や同和地区など

と呼ばれる特定の地域出身であることや、そこに住んでいる

ことを理由に、結婚を妨げられたり、就職や日常生活で様々

な差別を受けたりする問題です。

　「誰が被差別部落出身か」「どこが被差別部落か」と詮索す

ることは、部落差別を助長し、拡大する行為です。今もなお、

結婚、就職における差別、差別につながる身元調査、インター

ネット上での悪質な書き込みなどが発生しており、その状況

も多様化、深刻化しています。

　そのような状況下、部落差別のない社会を実現することを

目的とする「部落差別解消推進法」が２０１６年（平成２８

年）に制定・施行されています。

　「自分は部落差別とは関係ない」と考えるのではなく、一

人ひとりが部落差別問題について関心を持ち、理解していく

ことが必要です。

子どもの人権

子どもも「一人の人間」
　私たち全ての人間には、自分らしく生きる権利＝「人権」
があります。特に子どもは大人以上に人権を侵害されやすい
ため、社会的に保護され、守られなければならない存在です。
　しかし、いじめ、虐待、育児放棄や児童の性被害など、子
どもの人権が侵害される様々な事件が多発しています。いず
れの問題においても、被害者である子ども自身が声を上げる
ことが難しい状況であることが多いため、子どもの言動や体
調に注意し、「サイン」を見逃さないよう気に掛けることが
重要です。
　子どもも「一人の人間」として尊重する意識をより強く持
つことが、私たち一人ひとりに求められています。

インターネットによる人権侵害

便利なものこそ使い方に注意が必要です
　近年は、「インターネット」が媒体となった人権侵害が多く発生しており、大きな
問題となっています。
○ある人が被差別部落出身であるという情報が掲載され、就職差別につながった。
○個人を誹謗中傷する書き込みに心を病んでしまい、自ら命を絶ってしまう。
○新型コロナウイルスに感染しているという噂を流され、職場や学校で、いじめや
　嫌がらせを受けた。
　インターネットは、私たちの生活を豊かにする便利な
道具である反面、使い方を間違えたり、悪意をもって使っ
たりすると凶器にもなります。
　インターネットを使う時は、画面の向こうにも相手が
いることを意識し、その行為・その発言が誰かを傷つ
けていないかということを意識することがとても重要で
す。

インターネット被害の特徴
○匿名性
　匿名のため、誰が書き込んだかわか
りづらい

○加害の容易性
　誰でも簡単に中傷等の書き込みがで
きる

○被害の急速・拡大化
　一度書き込むと、一瞬で世界中に広
まる

○被害の回復・困難性
　発信者、サイト管理者の特定が困難
のため、書き込みの削除が困難

新型コロナウイルス感染症に
起因する差別

排除すべきは人間ではなくウイルスです
　感染症に対する不安から、相手への思いやりを欠いた言動
をしていませんか。
○感染者（感染が疑われる人）やその家族への差別や偏見
○医療従事者、エッセンシャルワーカーへの差別や偏見
○県外から帰省する人などに対する差別や偏見
○病気などの理由により、新型コロナワクチン接種をできな
　い人やマスクをつけられない人への差別や偏見　など
　ウイルスは誰にでも感染する可能性があります。責めるべ
きは人ではなくウイルスです。
　不確かな情報に惑わされず、正しい情報をもって相手を思
いやる行動を心掛けましょう。

外国籍の人の人権

人権に“国境”はありません
　日本において、外国籍のある人の居住者数は、年々増加を
続けています。２０２０年（令和２年）末時点で日本に在留
している外国籍の人は、約２８９万人に上ります。
　このようなグローバルな時代であっても、外国籍の人の中
には、言語、宗教、習慣などの違いから、学校や職場、地域
社会などで不当な扱いを受けている人がいます。
　人権は、国籍、民族、生活、文化、話す言葉、皮膚の色、
宗教観などが違っても、誰にでも平等に備わっており、それ
らの違いは尊重されなければな
りません。
　自分と同じように外国籍の人
にも大切な文化や習慣があるこ
とを理解する。このことが外国
籍の人を含む全ての人が暮らし
やすい社会につながります。

性的マイノリティの人権

性的指向には多様なかたちがあります

　「生物学上は男性だけど男性に恋愛感情がある」「生物学上
は男性で女性に恋愛感情があるが、女性ものの衣服を着た
い」といったように、「心の性」と「体の性」に違和感がある、
いわゆる”性的マイノリティ”は、１３人に１人の割合で存
在するという調査結果が出ています。性的マイノリティの多
くは、自分の性的指向に向けられる好奇の目に苦しんでいま
す。
　見た目、価値観、感情が人によって異なるように、性的指
向も人それぞれ多様なかたちがあることをきちんと理解し、
その認識を広げていくことが大切です。


